
施工業者様用 お施主様用

取 扱 説 明 書

この説明書には、使用上のご注意等が記載されています。
必ず説明書をお施主様にもお渡しください。

この説明書には使用上のご注意等が記載されていますので、
よくお読みになり正しくお使いください。
また取扱説明書は必要に応じてご覧になれるように、大切に
保管してください。
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しみ・汚れについて
● 雨や雪、樹木等、使用環境によって製品本体又は周辺に汚れやシミが発生する場合があります。
 頑固な汚れになる前に清掃等を行ってください。
● 製品に灯油やガソリン等の有機溶剤が付着した場合は変色、変形の要因となりますのですぐにふき取ってください。
●  製品からカビが発生することはありませんが、埃やゴミ等の付着により、もらいカビが付着する事があります。

火気の取扱いについて
● 製品に火気を近づけると火災の恐れがあり危険ですので絶対に避けてください。
 また、燃焼・変形の恐れがありますので製品の周辺で火を燃やしたり加熱したりしないでください。
● 製品の上にバーベキューコンロ等、高温になるものを置かないでください。

表面温度について
● 直射日光により、製品表面温度が上昇し、熱くなることがあります。裸足で歩く際は十分に注意してください。
 特に乳幼児や小さいお子様が使用されるときは十分に注意してください。

水濡れ時について
● 製品の表面が濡れているときは滑りによる転倒に十分注意してください。

取扱いについて
● 重量がありますので、移動時など、持上げる際には充分お気をつけ下さい。
● 製品に直接土を入れていただくこともできますが、中に入れる土や植物の重量が重すぎると底板に負担がかかる恐れがあります。
● 製品に強い衝撃を与えたり、乱暴に扱ったりすると破損の恐れがあります。目的以外の用途でのご使用はおやめください。

使用上のご注意

● 表面に付着した汚れやシミは早めに洗浄してください。長時間放置すると、汚れが残る原因になります。
 シミなどの汚れがある場合は中性洗剤を含ませたデッキブラシでブラシ掛けし、最後にきれいな水で表面をブラシ掛けして
 ください。中性洗剤が製品表面に残らないようにするためと、落とした汚れが再度つくことのないようにするためです。
● 傷や焦げ目などの補修はサンドペーパー（＃40）でこすることで目立ちにくくなります。

お手入れ方法

ハンディウッドの特性
色について
● ハンディウッドはリサイクル材を使用しています。そのため、材料によって色のばらつきがあったり、表面に多少の他物質の
 混入が見られることがありますが、品質には問題ありません。
● ハンディウッドは表面を研磨処理しているため、研磨屑により色移りする場合があります。（製品成分が染み出るものでは
 ありません。）
● ハンディウッドは耐久性に優れていますが、長時間直射日光等を受ける場所に設置したものは紫外線により多少の退色が
 見られる場合があります。退色については初期段階に見られ、一定期間経過後は大きな退色はありません。

熱伸縮について
● ハンディウッドは木とプラスチックの特性を併せ持っています。温度や湿度などの条件により、使用に支障のない範囲の
 伸縮や反りが発生することがあります。あらかじめご了承ください。

水濡れ・水たまりについて
● ハンディウッドはほとんど吸水しないため、部材によって降雨時などに表面に水たまりができる場合があります。
 水たまりの大きさの違いにより、部材ごとの乾燥時間に差が生じる場合がありますのでご了承ください。

静電気について
● ハンディウッドは木とプラスチックの特性を併せ持っています。プラスチックの特性により、歩行などの摩擦によって静電気を
 帯びる場合があります。



コンテナの置き方1

コンテナを置く2

植物を植える3

<デッキとつなげる置き方（下地使用）> <直接床に置く置き方>

1-下地をジョイント 2-下地の上にコンテナを設置 3-設置完了

・植物を入れた後に設置することも出来ますが、設置した後に植物、土を入れることをお薦めします。
　植物、土の重さがなく簡単に設置、取り付けができます。

1-コンテナを設置 2-黒いポリポットのまま植物を配置 3-寄せ植え完成

・植物を買ってきて黒いポリポットのまま寄せ植えできて便利です。

株式会社ハンディテクノ
〒150-0036
東京都渋谷区南平台町15-8 ウッディ南平台ビル
TEL：03-5784-3913　FAX：03-5784-3973

本 社

www.handy-wood.com

コンテナ　施工手順

● 平らな床面に施工してください。
 平らでない床面の場合や、芝・土等の上での使用は浮きや反りの原因になる場合があります。
● 水はけの悪い場所では反り等の問題が発生することがありますので、水はけの良いことを確認して施工してください。
● コンクリート打設後すぐに施工しないでください。
● マンション等の高層階や強風にさらされる可能性のある場所では、商品が風により転落することがありますので、ご使用の前に
 ご相談下さい。
● 避難口や避難ハッチの上には絶対に施工しないで下さい。
● 熱等により多少の伸縮が発生する場合があります。施工の際、周囲の壁とのクリアランスは5mm以上を確保してください。
● 取扱いの際は怪我に充分注意し、軍手等をして作業してください。

施工上のご注意


